








バルプロ酸(VPA)によると考えられる肝障害が注目を集めており，1980年までに約 14 例の

死亡例が報告されている。また,高グリシン血症，高アンモニア血症の報告もある。これら

の発生メカニズムは必ずしも明らかにされていない。 

今回,我々はバルプロ酸などの抗けいれん剤投与中に 2度の意識障害をおこし,肝生検にて

封入体様変化を認めた一例を経験したので報告した。 


